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　　　　　　　　　　　　　　　　且。はじめに

　変成帯や構造帯に産する，いわゆるアルプス型超塩基性岩類のなかには，班れい岩をはじ

めとする大量の塩基性岩類を密接に伴うものがある。南東アラスカのもの（RUcKMIc亘and

N0BLE，1959）やウラルのもの（TAYL0R，1967）をはじめ御荷鉾帯に産するもの（NAKAYAMA，

1956，島津，1956；TAzAKI，1966；その他）等はその例であろう。このような超塩基性岩類

は，その成因を塩基性岩類と緒ぴつけて議論されることが多い（C亘ALLIs1965；その他）。

従って，これら塩基性岩類の性格を明確にすることは，超塩基性岩類の成因を明らかにする

上で重要な意味をもっものと考えられる。

　大河原岩体の場合も，角閃石一輝石斑れい岩等の塩基性岩類を密接に伴っており，今回こ

れら塩基性岩類の性格をよりはっきりさせるために，それらの主成分鉱物である角閃石を分

析したのでその結果を報告する。

　　　　　　　　　　　　　　2③大河原超塩塞性岩体の概要

　御荷鉾帯には，関東山地から天竜川流域，近畿，四国にかけて大小さまさまの超塩基性岩

体が知られている（REsEARc亘GR0UP　ofPERID0TITE　INTRUsI0N，1967）。大河原超塩基性岩

体は，これら御荷鉾帯に産する岩体の一つで，長野県下伊那郡大河原の東方約2km付近に

産する，長さ約35km，巾07kmの比較的新鮮な岩体である（島津，1956；IIzUMI，1968）。

岩体は，周囲の緑色片岩1泥質片岩の構造にほぼ調和的に，NNE～SSW方向にのび，40oE

～60oEの傾斜で岩床状に貫入している。

　岩体は主に，ダナイト，ウェールライトおよび斜長石（ソーシューノレ石化）ウェーノレライ

トからなり，レルゾライトやハルツバージャイトに相当する岩石は産しない。この点，御荷

鉾帯に産するその他の趨塩基性岩体と共通した特徴をもっている（黒田⑧田崎，1969）。ダ
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ナイト，ウェールライトおよび斜長石ウェーノレライトは，岩体の伸ぴおよび傾斜にほぼ平行

な層状構造を示し，厚さ数cm～数10mの単位で岩相変化するが，岩体の中央部には比較

的ダナイトが多く，両側の部分はウェールライトと斜長石ウユーノレライトに富んでいる。

　ダナイトは　般に新鮮で暗灰色～黄灰色を呈し，容量比で95％以上のカンラン石，5％

以下の単斜輝石およびごく少量の褐色角閃石，クローム鉄鉱よりなる。ヵンラン石は，細粒

（05mm～15mm），粒状，他形で，Fo＝86～91（化学分析およぴ光軸角の測定による）を示

す。単斜輝石および褐色角閃石はさらに細粒（O．3mm以下）で，量的にも1％にみたない

場合が多い。

　ウェーノレライトは，容量比で80～90％のカンラン石，10～15％の単斜輝石，および少量

の褐色角閃石とクローム鉄鉱よりなるが，カンラン石の大部分は仮像を残して蛇紋石化して

いる。単斜輝石はダナイ1中のものより粒が大き／（α5㎜～2㎜），カンラン石の粒間を

満たしている場合が多いが，ヵンラン石をポイキリティックに含有することもある。化学分

析によれば拙。03を4％程含んだ透輝石の性質を示す。

　斜長石ウユールライトは，カンラン石，単斜輝石，ソーシューノレ石およびクローム鉄鉱

（周縁部は磁鉄鉱）よりなるが，褐色角閃石がわずかに含まれることがある。カンーラン石は

ほぼ完全に蛇紋石化しており，組成は決定できない。単斜輝石はウェールライト中のものと

ほぼ同様な産状を示すが，ウヱールライト中のものより，わずかレこA1．O。とFe〇十Fe．O。

に富んでいる。ソーシュライトは斑点状に含まれ，鏡下では周囲を無色～淡緑色の緑泥石に

よってかこまれた径O．5mm～2mm程度のグロッシュラーの徴小結晶の集合体である。

ソーシュライトは容量比で30％近くまで達することがあるが，　般には数％以下である。

　この外，量的には少ないが，岩体内部に細粒の輝石斑れい岩，角閃石斑れい岩およぴロジン

岩が巾数m以下の脈状あるいはプーノレ状に産する。また岩体周辺部には，角閃石一単斜輝

石斑れい岩，角閃石岩，角閃石斑れい岩などの塩基性岩類が超塩基性岩体に密接に伴って分

布している。今回分析をおこなった角閃石は，岩体内部および周辺部に分布するこれらの塩

基性岩類に含まれているも’のである。

＆岩石　記　載

　今回，超塩基性岩体中に脈状に産する角閃石斑れい岩中の角閃石2個，およぴ岩体の周

辺部に分布する塩基性岩中の角閃石3個について分析をおこなった。次にこれらの岩石の概

略を言己載する。

　表1に示した分析値のNo1（Sp．No．278）は，細粒の角閃石一単斜輝石斑れい岩中の褐

色角閃石である。本岩は，容量比で約30％のサーライト質輝石と数％の角閃石およぴ完全

にソーシズ1レ石化した斜長石からなる。輝石は細粒（α3㎜～α5㎜），粒状で，角閃石

はそれらの粒間をうめるように生じている。角閃石は，X＝黄褐色，Y≒Z＝褐色の多色性を

示し，C〈Z＝19o～22o，2V。＝78o，α＝1668の光学的性質を示す。

　No．2（Sp．No．276）は，上記の角閃石一輝石斑れい岩を貫ぬく巾数10c㎜程度の角閃石

にとんだ斑れい岩の岩脈中の角閃石である。角閃石が全岩のほぼ50％前後をしめ，ソーシ
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ユール石および少量のサーライト質輝石よりなる。

　No．3（Sp．No29）は，角閃石中の角閃石で，本岩は角閃石の外，少量の単斜輝石とソー

シュー／レ石を含む。角閃石は細粒（03㎜～O加m），他形で，X＝淡緑色，Y≒Z＝黄緑色

の多色性を示し，C〈Z＝20o～23o多2Vx＝77◎～79o，α＝1672の光学的性質を示す、

　No．4およぴNo．5（Sp．Nos．133b－1，204）は，ウェーノレライト中に約20～30cmの巾で

脈状に産する角閃石斑れい岩中の角閃石である。本岩は，容量比で約40％の角閃石とこく

少量の黒雷母を含む。斜長石は完全に変質し，曹長石，緑泥石の外，大量のソーダ沸石が生

じている。角閃石はX二黄褐色，Y＝Z＝赤褐色の軸色を示す。光学的性質は，次のとおり

である。No．4は，2Vx＝78o，α＝1，689，No．5は2Vx＝80o，α＝1，689，γ＝1，698・

　　　　　　　　　　　　　　　　4，結果と検討

　角閃石の分析結果は，M値：Mg／Mg＋Fe＋2＋Fe＋3＋Mnの大きい順に表1に，またO＝23

として求めたそれらの構造式を表2に示した。角閃石一輝石斑れい岩中の角閃石が最も高い

M値（O．762）を示し，その値が最も低い角閃石斑れい岩中のもの（0474）と大きな差異が

みられる。SiO。は，M値が減少するにつれ，45．37％から41．50％まで減少するのに対し，

刈。O。は逆に増加している。いずれの角閃石もT1O。にとんでおり，特に角閃石斑れい岩中

のものは2個ともかなり高い値を示している。T102含量は，角閃石の色と密接な関係があ

り，褐色の程度が増すにつれ，その含量が増加している。

　第1図に，これらの角閃石の刈。。とA1∀。十Fe＋3＋Tiの関係を示した。図から明らか在よ

うにこれらの角閃石は，いずれもエデン閃石，パーガス閃石およぴ普通角閃石の中間的な組

Tab1e1　Chem1ca1Compos1t1ons　ofHomb1end．es

　No．

Sp．No．

Si0．

Ti02
A1．O．

F・。δ。

FeO

MnO
MgO
CaO
Na．O
K．O
亘。Oキ

H．O・

Tota1

1
278

45，37

1，94

8，45

1，58

7，90

0．25

17．35

11，58

1，95

0．20
’2，53

0．21

2
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45，33

2，28
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2．77
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11，25
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0，15

1，88

0．12

3　　　　　4　　　　　　5
29　　　　　　133b一↓　　　　　　204

44．71　　　　　　41，55

1，47　　　　　　　2．86
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2，55　　　　　　0．56

11．44　　　　　　16，97

0，23　　　　　　0．19

12，93　　　　　　　9．68

11．30　　　　　　11，55

1，95　　　　　　　2．85

’O；13　－　　　　O．36

2，65　　　　　　　2，12

0，24　　　　　　　0．21

’二41，50

3．38

11，64

0．55

16，93

0，24
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10，84

2．85
’O．28

2，28

0．13

99．31　　　　　　99．55　　　　　　99．61　　　　　　99．93　　　　　　99．50
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Tab1e2　Atom1c　Rat1os　ofHomb1end．es　on　the　Anhydrous　Bas1s　ofO＝23000

No．

Sp．Nα

・伐

　　A1
　　Ti
Y　Fe＋3
＋　　Feキ2

X
　　Mn
　　Mg
　　　Mg・／
　　　Ca

　　　Na

　　　Ca・／
　　　Na

　　　K

　1

278

6．631

1．369

0．087

0．211

0．175

0．965

0．035

3．527

0．245

1．755

0．052

0．535

0．035

　2

276

6．646

1．354

0．160

0．255

0．299

1．215

0．035

3．036

0．106

1．769

0．125

0．562

0．035

3
29

6．627

1．373

0．373

0．160

0．285

1．416

0．027

2．739

0．120

1．790

0．090

0．462

0．018

　4

133b－1

6．297

1．703

0．260

0．327

0．073

2．145

0．027

2．168

0．031

1．872

0．097

0．739

0．073

5
204

6．299

1．701

0．374

0．391

0．073

2．139

0．027

1．996

0．025

1．766

0．209

0．628

0．055

　　　　15．622　　　　　　15，597

M＊　　　O．762　　　0．670

15．480　　　　　15．812　　　　　15．683

0．623　　　　　0．495　　　　　0．474

M＊＝Mg／Mg＋Fe斗2＋Fe＋3＋Mn

成であることを示している。また，刈。。とNa＋Kの関係を示した第2図も，これらの角閃

石が普通角閃石とパーカス閃石との中間的なものであることを示している。第1図およぴ第

2図において，これらの角閃石のM値の変化による一定方向へのトレンドは明僚でないが，

最もM値の低い角閃石斑れい岩中の角閃石が最もパーガス閃石に近い組成を示しているこ
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とは注目に値する。

　全体として，これらの角閃石は普通角閃石とパーカス閃石との中間的な性質をもつことを

示しており，この点で北上山地の超塩基性岩類に伴なわれる塩基性岩中の角閃石（ONUKI，

1963．1964お・よび1965）や同じ御荷鉾帯の関’東山地の岩体（田崎⑧猪俣，1974），雨生岩体

（IN0MATA，1971）およぴ鳥羽岩体（NAKAMURA，1971）産のものとほぼ同様な性質を示すが，

後にのべるように北上山地のものとは，Tiの含量においてかなりの差異が認められる。

　第3図にこれらの角閃石のM値とS1，A1およぴT1の関係を示した。S1はM値の大き

い3個についてはほとんど変化がないが，角閃石斑れい岩中の2個は特に少ない。A1はM

値の減少と共に増加してい‘る。この点北上山地のものと似た傾向を示すが，同じ御荷鉾帯の

ものでも烏羽岩体の場合はM値の減少と共に，Arが滅少する傾向がみられ，また関東山地

の場合は明僚な関係が認められない（田■崎6猪俣，1974）。

　一方，T1は角閃石岩中のものが全体の傾向からはず牝るが，ほぼM値の減少と共に増加

している。このような傾向は他の岩体の場含にも共通しているが，田崎⑧猪俣（1974）は，

関東山地と雨生岩体のものについて，かんらん岩中の雲母と共存する角閃石は塩基性岩中の

ものより著るしくTiに富んでいることを示している。
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第4図は，御荷鉾帯および北上山地の超塩基性⑧塩基性岩中の角閃石をT1一刈w図にプ

ロットしたものである。大河原，黒内山および北上山地のものは，4配位のA1の増加と共

Ti
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にTiが増加する傾向が認められるが，烏羽のものは逆に減少する傾向があり，4配位のA1

の変化がTiによってはあまり大きな影響を受けていないことを示している。また，御荷鉾

帯に産するものと北上山地のものとを比較してみると，同じ4配位のA1含量に対し御荷鉾

帯のものの方が高いTi含量を示している。

　第5図は，角閃石のS1と｛A1。ザ（A1。。十Fe＋3＋Cr＋2T1）｝との関係（NAKAMURA，1971）

を示したものである。図上には，大河原，鳥羽およぴ北上山地産の角閃石をプロットした。

｛A1．r（A1。。十Fe＋3＋Cr＋2T1）｝の値は，（Na，K）A1あるいは，CaA12の形でS1が置換され

る程度を示している。全体としてか在り．広い範囲にプロットされるが，大河原岩体産のもの

は，角閃石斑れい岩中の2個の角閃石がパーカス閃石よりの部分に，また他の3個の角閃石
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はより普通角閃石に近い部分にプロットされかなり変化にとんでいる。一方，鳥羽岩体産の

角閃石は，よりパーガス閃石に近い性質を示すかんらん石角閃石岩中のものから単斜輝石

一角閃石斑れい岩中のものへと順次普通角閃石のフィールドヘ変化してお・り（NAKAMURA，

1971），A1岬一（A1w＋Fe＋3＋Cr＋2Ti）の減少によるSiの増加が明僚に認められる。大河原

岩体の角閃石は，ほぼ同一のSi含量をもちながらA1π一（A1刊十Fe＋3＋Cr＋2Ti）の値が大

きく変化しており，このことは4配位のA1がNa，K，あるいはCaによる変化よりも，6配

位のA1やTi，Fe＋3によって大きく影響されていることを示している。

　また大河原岩体の角閃石の場合，M値の低いものがよりパーガス閃石（あるいはチュル

マック閃石）に近いフィールドにプ回ツトされており，同様な傾向は北上山地のものについ

ても認められる。このようなことからみて，超塩基性岩類に伴なわれる塩基性岩中にパーガ

ス閃石が形成されるかどうかは，マクマの組成に大きく影響しているものと考えられる。

5固お　わ　り　に

　本研究を進めるにあたり，東京教育大学の牛来正夫先生，信州大学の黒田吉益先生恒は終

始一貫した御指導をいただいた。東尿教育大学の火成作用研究会の皆さま～こは，ひころから

多くの討論⑧御意見をいただいた。また，島根大学文理学部地学教室の皆さまには，適切な

助言とはげましをいただいた。上記の方々に深い感謝の意を表します。
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